
                         

 

2022 年 10 月 7 日 

 

 

大阪大学社会経済研究所は、10 月 26 日（水）18：30～20：30 にオンラインにて「第 19 回行動

経済学研究センターシンポジウム」を開催します。 

 

本シンポジウムは、従来の経済学とは異なる行動経済学研究の知見を社会に還元すべく、大阪大学

社会経済研究所が開催している一般参加者向けのイベントです。今年のテーマは、「自治体のナッジ

実践経験共有がもたらす公共政策と行動経済学の将来像」です。 

 

行動経済学の知見に基づいて「行動変容」を促すナッジへの関心が高まっています。住民サービスの

向上や日々の業務の効率化のために、ナッジを活用しようとする地方自治体も増えてきました。 

 

そんな中、ナッジを体系的に学び、実践から得られた知見を共有する場所があれば、ナッジの活用が

さらにすすむのではないか？そんな考えから、Policy Garage、大阪大学社会経済研究所、行動経済学

会の３者が連携して、web サイト「自治体ナッジシェア」を立ち上げました。 

 

今回のシンポジウムでは、web サイト「自治体ナッジシェア」の紹介を中心として、３者がこの連

携活動を通じて目指す行動経済学の研究と公共政策への応用の将来像について考えていきます。 

 

多くの皆様にご参加いただきたいと存じますので、積極的なご周知とご取材を宜しくお願いいたし

ます。 

  

    

  

  

 

大阪大学社会経済研究所 第 19回行動経済学研究センターシンポジウム 

10月 26日（水） 18：30－20：30 ＠Zoom 【オンライン開催】 



                         

 

 

大阪大学社会経済研究所は、世界的にトップレベルの研究を行い、客観的な指標である国際学術誌への論文掲載数や

被引用数などで、国内における他の経済・社会科学系附置研究所と比較して一人あたりで数倍の成果をあげるなど、卓

越した研究レベルを誇っています。 

具体的な研究テーマとしては、景気循環と経済成長、税と社会保障、制度設計に関する研究、企業戦略と産業組織に

関する研究などがあり、近年では、不況と失業、不良債権と銀行の貸し渋り、格差問題、健康と医療といった現代社会

において非常に重要度の高い研究テーマが分析されています。 

2004 年より毎年開催している本シンポジウムシリーズでは、私たちの研究成果を広く皆様と共有すべく、これまで

「働き方改革」、「少子化問題」、「医療」、「日本経済をどう見るか」、「電力システム改革」、「デジタルプラットフォーム

の現状と未来」といったテーマを経済学の視点から考えてまいりました。   

【タイトル】 大阪大学社会経済研究所 第 19 回行動経済学研究センターシンポジウム 

「自治体のナッジ実践経験共有がもたらす公共政策と行動経済学の将来像」 

【開催日時】 2022 年 10 月 26 日（水） 18:30～20:30 

【開催形態】 ｢Zoom（ウエビナー）｣を用いたオンライン配信で開催します。（参加無料） 

【主催】     大阪大学社会経済研究所     【後援】 一般財団法人 アジア太平洋研究所（APIR） 

【プログラム】 

18:30‐18:35 開会のご挨拶 

18:35‐18:55 「連携をベースに描く将来ビジョン」 

 敦賀貴之  大阪大学社会経済研究所教授、同研究所 所長 

 津田広和 特定非営利活動法人 Policy Garage 代表理事、官公庁/RIETI コ

  ンサルティングフェロー 

 星野崇宏  慶應義塾大学経済学部･大学院経済学研究科 教授、慶應義塾大学経

  済研究所長、行動経済学会 会長 

18:55‐19:20 「『自治体ナッジシェア』が拓く政策の未来」 

 伊豆勇紀  特定非営利活動法人 Policy Garage、宮城県職員、宮城ナッジユ                         

  ニット 

19:20‐19:45 「行動経済学会・環境省共催『ベストナッジ賞』の歩みとこれから」 

 佐々木周作  大阪大学感染症総合教育研究拠点（CiDER）特任准教授（常勤）  

19:45‐19:55 「近日開講＠阪大！ナッジと公共政策」 

 花木伸行 大阪大学社会経済研究所 教授、同研究所行動経済学研究センター 

  センター長 

（10 分休憩） 

20:05‐20:25 質疑応答 

20:25‐20:30 閉会のご挨拶 

司会: 花木 伸行  

 

【参加方法】 大阪大学社会経済研究所 WEB サイトよりオンラインでお申込み下さい。 

      http://osku.jp/g0067 

【申込開始】 2022 年 10 月 11 日（火）12:00 から。但し、定員に達し次第、締切ります。 

【備考】     Zoom の機能を使って、参加者からの質問にもライブでお答えする予定です。 

時間の関係で全てのご質問にはお答えできませんがご了承ください。 

 

大阪大学 社会経済研究所について 

http://osku.jp/g0067


                         

 

登壇者プロフィール 

 

敦賀貴之 Takayuki Tsuruga 

大阪大学社会経済研究所教授、同研究所 所長 

講演要旨：大阪大学の社会経済研究所では、ナッジや行動経済学という言葉が日常生活でた

びたび耳にするものになるずっと前から、行動経済学の研究を進めてきました。社会経済研

究所の現在と将来についてお話します。 

プロフィール：愛知県出身。早稲田大学政治経済学部卒業、早稲田大学大学院経済学科修了。

オハイオ州立大学経済学部修了。博士号（経済学）。日本銀行金融研究所エコノミスト、京都大学准教授等を経

て、2017 年より現職。2020 年より社会経済研究所所長を務める。専門は、景気循環、マクロ経済学、応用時系

列分析。人々が経済に対して関心がないときに、どうやったら景気をよくすることができるのか、また、どうす

れば物価を動かすことができるのか、といったことに関心がある。 

週末は、地元の少年野球の審判として、子供たちと一緒に汗まみれになっています。 

 

 

津田広和 Hirokazu Tsuda 

特定非営利活動法人 Policy Garage 代表理事、官公庁/RIETI コンサルティングフェロー 

講演要旨：地方自治体をメインフィールドとして、行政とアカデミアの壁を乗り越え、ナッジ

や EBPM、デザイン思考の政策実装を牽引してきた Policy Garage。今回の阪大、行動経済学

会との連携により、日本の地方自治体におけるナッジ×EBPM の実装の新たな幕を開きます。 

プロフィール： 鹿児島県出身。東京大学法学部卒業、シカゴ大学ハリススクール（公共政策

大学院）修了。官公庁勤務。気仙沼市での復興支援や横浜市財政担当課長も歴任。経済産業研究所コンサルティ

ングフェローとして、エビデンスに基づく政策（EBPM）を推進。ナッジはじめ行動科学の政策応用にも情熱が

広がり、横浜市行動デザインチーム（YBiT）を共同創設。EBPM も行動科学も、行きつくところ人に寄り添って

政策や行政をデザインし直すことだと考え、デザイン思考にも情熱が広がり、Policy Garage を共同創設。最近

では行政 DX 関連のプロジェクトにも多数従事。Policy Garage ではパッションリーダーであり行動派の切り込

み隊長。趣味は読書、運動、飲み会、娘との時間。 

 

 

星野崇宏 Takahiro Hoshino 

慶應義塾大学経済学部･大学院経済学研究科 教授、慶應義塾大学経済研究所長、行動経済学会 

会長 

講演要旨： 行動経済学会は２００７年に発足した比較的新しい学会ですが、研究者のみなら

ず各分野の実務家の集まりでもあり、日本の行動経済学の研究教育普及啓蒙を進めております。

行動経済学会の紹介とともに皆様との連携について議論したいと思います。 

プロフィール：東京大学大学院総合文化研究科博士課程修了。博士号（学術、経済学）。情報・

システム研究機構統計数理研究所、東京大学教養学部、名古屋大学大学院経済学研究科などを経て、2015 年 4

より現職。2021 年 12 月より行動経済学会会長。理化学研究所 AIP センター・経済経営情報融合分析チームリ

ーダーを兼任。サイバーエージェント技術顧問、マネーフォワード技術顧問、ヤフー研究所技術顧問など多数の

企業に顧問として専門知識を提供しフィールド実験を数多く行う。近年の研究テーマは、機械学習を用いた行動

経済学的な介入の個別最適化のための方法論の開発と、行動経済学の神経科学的基盤についての研究。会長にな

るにあたり 12 キロの減量に成功した勢いで最近では筋トレに励み、全身鏡を新調しようか迷っています。 

 

 



                         

 

 

伊豆勇紀 Yuki Izu 

特定非営利活動法人 Policy Garage、宮城県職員、宮城ナッジユニット 

講演要旨：ウェブサイト「自治体ナッジシェア」は、自治体職員がナッジと出会ってから実践

に至るまでのプロセス（ジャーニー）を念頭に構築されました。構築の経緯や特長、ウェブサ

イトに込めた想いをご説明いたします。 

プロフィール：宮城県出身。一橋大学経済学部卒業。2016 年、宮城県庁に入庁し、産業振興担

当、気仙沼市観光課派遣等を経て、2021 年より現職の行政改革担当。今年は宮城ナッジユニットを立ち上げつ

つ、Policy Garage のメンバーとして、ウェブサイト「自治体ナッジシェア」の構築を推進。自分と同じように

ナッジに関心を持った全国の自治体職員が、ナッジの知見を学び、仲間とともに実践できる環境を目指す。 

EAST フレームワークに基づいたセンスある俳句を詠むため修行中（E：5/7/5、A：魅力的、S：共感、T：季語） 

 

 

佐々木周作  Shusaku Sasaki 

大阪大学感染症総合教育研究拠点（CiDER）特任准教授（常勤） 

講演要旨：行動経済学会では、2018 年度より環境省と連携して「ベストナッジ賞」コンテ

ストを開催。幅広い分野の社会・行政の課題の解決に向けて、ナッジ等の行動経済学の知見

を活用して行動変容を促進するべく、効果を測定した取組を募集し、表彰してきました。こ

れまでの歩みとこれからの展望について紹介します。 

プロフィール：大阪府出身。京都大学経済学部卒業、三菱東京 UFJ 銀行（現・三菱 UFJ 銀行）入行。退職後、大

阪大学大学院経済学研究科博士後期課程にて、博士号（経済学）。日本学術振興会特別研究員 DC1 及び PD・京

都大学大学院経済学研究科特定講師・東北学院大学経済学部准教授を経て、2022 年より現職。環境省・経済産

業省・横浜市などの中央府省庁や地方自治体のナッジ・ユニットなどで有識者委員やアドバイザーを務める。専

門は、応用ミクロ計量経済学・行動経済学・実験経済学。主に、自治体や企業と一緒に社会のなかで実験する「フ

ィールド実験」という手法を使って、金銭寄付や感染対策などの「協力行動」を研究している。 

最近は、YouTube の上沼恵美子チャンネルにハマっている。 

 

 

花木 伸行 Nobuyuki Hanaki 

大阪大学社会経済研究所 教授、同研究所行動経済学研究センター センター長 

講演要旨：今年度大阪大学で新しく開講する「ナッジと公共政策」という講義の紹介をします。

大阪大学の学生でなくても科目等履修生という形で履修できますので、多くの方に関心を持っ

ていただければと思っています。 

プロフィール：大阪府出身。筑波大学国際関係学類卒業。米国コロンビア大学大学院修了。博士号（経済学）。

2003 年筑波大学専任講師、仏エクス-マルセイユ大学教授、仏ニース大学教授等を経て 2019 年より現職。2020

年 4 月から行動経済学研究センター長を務める。専門は、実験・行動経済学。近年は、持続可能な社会の構築に

貢献するべく、西條辰義氏らが提唱する「フューチャーデザイン」の基礎的な実験研究にも取り組む。 

最近、お腹の周りが気になってきました。毎日の犬との散歩だけでは、全く運動が足りていないようなので、解

決策を模索中！ 

 


